
トリコロール 2013.11 号 発行：特定非営利活動法人かながわクラブ 
〒221-0863 横浜市神奈川区羽沢町 1817 TEL045(370)3390/FAX045(381)8884 

http://www.kanagawaclub.com 
 

 

1  

 大会・公式戦結果 

Top  

【県社会人リーグ 1部】 

▼第 10 節 

vs 六浦 FC  3-1 ○ 

▼第 11 節 

vs 初声 FC  3-1 ○ 

【横浜市民大会】 

▼3 回戦 

vs DANGER  3-0 ○ 

【横浜市リーグ】 

vs SC レジスタ  8-0 ○ 

※1 部リーグ初優勝 

 

 Youth  

【県 U-18 リーグ】 

vs 荏田高校  2-5 ● 

【県クラブユースリーグ】 

vs 相模原 FC  8-3 ○ 

vs FC 川崎栗の木  1-2 ● 

 

Junior Youth  

【高円宮杯県予選】 

▼2 回戦 

vs 湘南ミラネーゼ      不戦勝 ○ 

▼3 回戦 

vs esporte 藤沢  0-2 ● 

【横浜市長旗杯区予選】 

▼2回戦 

vs 栗田谷中  1-4 ● 

【県 U-15 リーグ】 

vs FC OFFSIDE JY 9-0 ○ 

 

 

 小 6  

【横浜国際チビッ子サッカー大会】 

vs エストレーラ FC  0-3 ● 

vs FC アムゼル  0-2 ● 

vs 南が丘キッカーズ 2-1 ○ 

vs 市が尾 FC ブリーオ 0-1 ● 

 

 小 4  

【横浜国際チビッ子サッカー大会】 

▼A チーム 

vs いずみ野 SC  1-6 ● 

vs 瞼山キッカーズ-S 

 4-0 ○ 

vs 磯子 SC-W  0-3 ● 

vs 六浦毎日 SS  0-6 ● 

▼Sチーム 

vs N2SC-B  1-2 ● 

vs 横浜川和 FC-A 1-3 ● 

vs 上星川 FC-B  8-0 ○ 

vs さちが丘 FC-Y  5-0 ○ 

vs たちばな KC-B  4-1 ○ 

 

 小 2  

【横浜国際チビッ子サッカー大会】 

▼S チーム 

vs バディーSC-W  0-8 ● 

vs たちばなキッカーズ A 3-0 ○ 

▼Aチーム 

vs FC 奈良  1-0 ○ 

vs 柏尾 SC  0-2 ● 

vs 日の出キッカーズ 0-1 ● 

vs 品濃ウィングス  0-7 ● 

vs 岩崎 FC  1-4 ● 
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 Papas  

☆Over40 

【市マスターズ】 

vs 三春台シニア  1-0 ○ 

☆Rec 

【県四十雀 4部リーグ】 

vs YOKOHAMA TFC 0-1 ● 

vs コロコロ倶楽部  2-0 ○ 

☆Comp 

【県四十雀 3部リーグ】 

vs 足柄上シニア 40 1-3 ● 

 

  港北小ふれあい広場 

 11 月 2 日(土)に港北小学校にて

PTA 主催のイベント「ふれあい広場」

が開催されました。かながわクラブの

お餅販売は、発売時間前から長蛇の

列ができ、皆さんが心待ちにしていて

くださったことがうかがえます。つきた

てのお餅で作ったきなことあんこのお

餅は、イベント終了時刻前に約 524

食が完売し、今年も大好評のまま終

了いたしました。 

 今年も無事終了できたのは、前日

の米とぎ、当日の餅つきや準備をお

手伝いいただいた、保護者の皆さまと

JY の選手たちのおかげです。この場

をお借りしてお礼申し上げます。あり

がとうございました。 

 

  大口台小ぐちっこ祭り 

 来る 11/23（土）に大口台小にて「ぐ

ちっこ祭り」が開催され、かながわクラ

ブブースもございます。詳細決定次

第ご連絡いたしますので、是非こちら

もご参加ください。 

 

  太極拳で気分爽快！ 

■第 3回開催要項 

日時：11 月 17 日(日) 10:00-11:45 

会場：白幡地区センター 2F 中会議

室 

対象：50 歳以上の男女 

講師：舘野圭子 相澤満寿美 

※港北太極拳協会所属 

定員：20 名(申込先着順) 

■第 4回は 12月 15日（日）に行いま

す 

※2014年 2月まで毎月1回行います 

■お申し込み・お問合せ先 

特定非営利活動法人かながわクラブ 

TEL: 045-370-3390 

FAX: 045-381-8884 

E-mail: info@kanagawaclub.com 

 

  今、グラウンドでは･･･ 

Top 

【県社会人リーグ初優勝！！】 

TOP チームは 10月 13 日(日)に六

浦 FC とリーグ戦第 10 節を行い、3－

1(0－1、3‐0)で勝利し、この瞬間最終

戦を待たず県リーグ 1 部での初優勝

を決めました。県リーグ 1 部に昇格し

て 12 年目、悲願の初優勝です。また

10 月 20 日(日)には初声 FC とリーグ

最終戦を行い 3－1(0－1、3－0)で勝

利し、9勝2分け勝ち点29、得失点差

＋29、無敗でリーグ戦を終えました。

さらに、優勝も初めてですが、10松本

選手がリーグ通産15得点でかながわ

クラブ初の得点王にも輝きました。 

 1 試合を残しての優勝、2 位チーム

との勝ち点差 6、総得点 37(1 試合平

均3.4点)、総失点8(1試合平均0.7)、

得失点差＋29などの数字からすれば、

優勝して当然という結果ですが、各試

合楽に勝てた試合は 1 試合もありま

せんでした。それぞれの試合を振り

返ってみて、負けてもおかしくない試

合も数多くありました。それでも無敗

で優勝できたのは、選手たちのがん

ばりであり、優勝と言う目標へのモチ

ベーションの高さだったと思います。

時間帯別得点を見ると、前半 45 分の

総得点が 10点、後半 45分の総得点

が 27 点、特に終了間際の 15 分だけ

を見ても 13 得点あり、いかに選手た

ちが最後まで勝利への執念を見せて

いたかがわかります。 

 また、もうひとつ勝因を挙げるとする

と、全試合大勢のクラブ員の皆様、サ

ポーターの皆様の応援があったから

だと思います。特に印象に残ったの

は、6月 9日の保土ヶ谷サッカー場で

のGSFCコブラ戦で、両チームのサポ

ーターで保土ヶ谷サッカー場のスタン

ドがほぼ埋まるほどの大勢のサポー

ターの前で試合ができたことは、チー

ムとして今までにない喜びでした。1

年間応援ありがとうございました、お

礼申し上げます。 

 

 かながわクラブの初優勝は、県リー

グで戦った他のチームや神奈川県サ

ッカー協会などからも賛辞をいただい

ております。神奈川県サッカー協会

の HP の表紙と、Facebook の神奈川

県社会人リーグの表紙には、かなが

わクラブの選手たちの写真が掲載さ

れています。 

 次はいよいよ関東リーグ昇格がかか

った関東社会人サッカー大会です。
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神奈川県の代表としてFCコラソン・プ

リンシパルと共に戦ってきます。  

【関東社会人サッカー大会】 

 県リーグを優勝しただけでは、関東

リーグへ昇格ができません。神奈川

県を代表して関東社会人サッカー大

会に出場し 2 位以内に入らなければ

昇格できません。関東社会人サッカ

ー大会は関東各都県から各リーグの

上位チーム 16 チーム(都県によって

出場チーム数は違います、神奈川県

からは 2 チーム)によってトーナメント

戦を行います。勝ち上がって決勝戦

まで行った 2 チームが関東リーグへ

昇格します(昇格チーム数はJFLへの

昇降各チーム数によって変わることが

あります)。各都県の代表はもちろん

強豪チームぞろいですが、県リーグ

の勢いをそのままに戦いたいと思って

おります。 

 日程は 11月 16，17、30日、12月 1

日で初戦は埼玉県代表のアルドール

狭山 FC と茨城県の笠松運動公園陸

上競技場にて13：30キックオフです。

遠いところでの試合になりますが、ぜ

ひ TOP チームの晴れ舞台を見に来

てください。応援よろしくお願いいたし

ます。 

【関東社会人サッカー大会スケジ

ュール】 

・1 回戦 11 月 16 日(土) vs アルド

ール狭山 FC(埼玉県代表) 

茨城県 笠松運動公園陸上競技場 

13：30～ 

・2 回戦 11 月 17 日(日) 足利御厨

UNITED(栃木県代表)とジョイフル本

田つくば FC(茨城県代表)の勝者 

茨城県 ひたちなか市総合運動公園

スポーツ広場 13：30～ 

・準決勝 11 月 30 日(土) 

茨城県 ひたちなか市総合運動公園

陸上競技場 13：30～ 

・3 位決定戦、決勝 12 月 1 日(日) 

茨城県 ひたちなか市総合運動公園

陸上競技場 11:00～、13:00 

 

☆今月の注目選手 

 

#27 建部 恭平 

今年から加入した建部選手は地元神

奈川大学サッカー部出身、小柄なが

ら運動量豊富でサイドバックとしてリ

ーグ制覇に貢献しました。持ち味は

相手を前に向かせない執拗なディフ

ェンス、攻撃となるとサイドを駆け上が

っての正確なクロス、どれも子供たち

のお手本となるプレーです。子供た

ちにも優しく、しかし試合では熱く燃

える建部選手に注目です。 

【TOP チームホームページ】 

http://www.kanagawaclub.com/topte

am/ 

（中本 洋一） 

 

Youth 

先月のトリコロールで、技術・戦術・

メンタルそしてフィジカルもですが、ど

れも大切なものであり、切り離なして

考えるべきではないというようなお話

をしました。 

特に技術と戦術はそのように考える

べきですが、ではメンタルについては

どうでしょうか？試合で勝つための強

い気持ち、練習では常に向上心を持

って、自分に厳しくなれる強さなど、

色々な言葉が出てきますが、どれも

継続して続けていくことはそう簡単に

はいきません。私はこれまで、地域の

クラブチームからＪチームの育成・トッ

プまで見てきましたが、当然ながら上

のレベルに行くほど、意識は高いで

す。それでも中にはまだまだ弱さがあ

る子供も当然います。中学生くらいで

はまだまだ子供ですから当然ですが、

地域のクラブや中学校のチームには、

意識の低い、精神的に弱い子供がな

ぜ多いんでしょうか？一つ言えるのは、

方やお山の大将で周りからも認めら

れて、チームではその子を中心として

作っている強いチームからＪの下部な

どに入ってくる。方や試合にもなかな

か使ってもらえない、サブの選手でチ

ームが弱いところもあります。当然そ

こには既に差はあるのです。Ｊの育成

では、その選手の鼻をへし折らなくて

はならない時もあるくらいで、そこをし

っかり指導していかないと後々ユース

などで手に負えなくなってくる危険性

があます。では後者の場合どうすれ

ばいいでしょいうか？非常に難しい問

題です。私も回りまわって今、一つは

地域のクラブで中学生年代を指導し

てます。そこは私が以前指導者として

スタートを切ったチームなのですが、

その当時も弱く７年いましたが、最高

で東京都でベスト８でした。今は下か
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ら数えたほうが早いくらいに落ちぶれ

たチームになっていましたが、３月か

らたまたまそのチームを再び指導さ

せていただくことになりました。そこで

先程からの問題に直面し、初めは現

状のレベルに合わせて指導していく

か、あるいは少しでも勝てるように強

化していくか悩みましたが、試合に勝

たしてあげたいと言う思いがチームの

代表に有り、その方向で預かりました

が、１ヶ月を過ぎてこれは難しいなと

思い、これは公式戦で結果を出すの

は諦めたほうがいいと思いつつ指導

を続けていました。しかし思い悩みな

がら指導しているうちに、この指導者

の気持ちがいけないんだという事に

気づきました。偉そうに言ってますが、

そういう落とし穴に自分もはまってしま

っているんですね。選手には、諦める

な・向上心をもて・自分に厳しくなど、

普段選手に取り組む姿勢を問いただ

しているわりには、指導者である自分

が先に諦めている。以前私がいたジ

ェフ千葉で、育成部長が勝ち負けな

んて関係ない、クラブユース、高円宮

杯なんかどうでもいいと言ってました。

では選手をどこに向かわせればいい

のでしょうか？目標はどこに？プロを

目指すといっても大きすぎます。その

人が言いたいのは、選手の偏った使

い方だったり、ポジションの固定など

を懸念して言ったんだと思いますが、

そんなのは育成の指導をしていれば

当たり前のこと、もう少しまともなことが

言えないのかと、愕然としましたが、

みなさんはどうですか？親はそうゆう

所を求めているんではないでしょう

か？どんな試合でも精一杯最後まで

勝つことを信じて仲間と助け合い、諦

めない、自分に厳しい姿勢を育んで

欲しいと願っているんではないでしょ

うか。目の前の勝利を目指さずに、メ

ンタルなんて鍛えられません。たとえ

負けても精一杯戦うことで見えてくる

んです、選手は次も頑張ろう、次は勝

てる、そしてこうしたら上手くいったと

思えば、自然ともっと上手くなりたいと

思いますよね、そうすれば辛いことも

我慢できる。ちなみにもう一つ指導し

ているクラブは、高円宮杯の予選で、

７チームリーグの１位だけが次の都大

会に進めるのですが、見事都大会を

勝ち取り、都大会では１回戦で負けま

したが、選手の目の輝きも変わり、自

信もつき、練習などの取り組む姿勢も

変わりました。高校行ったらサッカー

やらないと言っていた子も、やっぱり

続けたいと言い出し、より強いところを

目指したいという子供も出てきました。

それにしても育成と強化は、難しいで

すね。選手が僕もやればできるんだと

一人一人の子が思ってサッカーを続

けて行ってくれたいいのですが、、、

スタッフの皆様それでも諦めない気

持ちで頑張りましょう。 

(高 勝竜) 

 

Junior Youth 

10月 14日に行われたU-15 リーグ、

FC OFFSIDE 戦は追い求めてきたサ

ッカーの片りんを見せてくれました。 

前線からプレッシャーをかけ素早く

相手ボールを回収し、そこからショー

トカウンターに持ち込む。DF ラインか

ら丁寧にビルドアップを行い、サイド

チェンジを有効に使ったり、相手ペナ

ルティーエリア付近では、ボールポゼ

ッションから崩すといったプレーが随

所に出ていました。 

しかし、まだ縦に急ぎすぎるところ

があるので、縦パスを入れる意識を持

ちながらボールポゼッションし、試合

の合間で休憩するといった、ゲームを

コントロールする力を身につけてほし

いと思います。中学生にとっては難し

いことかもしれませんが、試合の中で

一人一人意識しながらプレーしてくだ

さい。 

3年生は受験モードに入ってしまい

ますが、ストレス発散の為にも時々グ

ラウンドに足を運んでください。 

(高田 成典) 

 

小 6 

【国際チビッ子を終えて】 

今大会は１勝４敗１分で６位という

結果に終わりました。が、その中で成

長がみられた点がありました。今まで

出来ていなかった３人目の動きがみ

られるようになった事です。自分たち

でも、３日目の第１試合後の選手ミー

ティングで良かった点として取り上げ

ていましたね。この動きがうまく連動

するとボールポゼッション率が上がり、

中盤でスムーズにボールをまわす事

が出来ます。ただ、点を取る為の攻

撃のアイデアが今後の課題だと思い

ました。今後の練習の時に積極的に

アイデアを出し合いましょう。 

 そして、今回は体調不良・用具の忘

れ物・遅刻などが目立ちました。今後

もそうですが、用具忘れや遅刻（ちゃ

んとした理由もなく）などした場合は

ペナルティを与えます。自分だけが



トリコロール 2013.11 号 発行：特定非営利活動法人かながわクラブ 
〒221-0863 横浜市神奈川区羽沢町 1817 TEL045(370)3390/FAX045(381)8884 

http://www.kanagawaclub.com 
 

 

5 

我慢すれば良いわけではありません。

チームのみんなに迷惑がかかる事を

頭の中に入れておいてください。 

 年明けの県大会に向けて、今一度

気をひきしめて試合（公式・練習問わ

ず）や練習（平日・土日ともに）に取り

組みましょう。一つ一つを真面目に取

り組み、積み重ねていく事は大切で

す。地道な努力がなければ結果には

つながりません。 

 何が大切か、今何をするべきか、考

えてみましょう。 

（伊藤 雅） 

 

小 5 

【冬に向けて】 

10 月は台風や雨の影響で思うよう

な活動が出来ませんでした。また、6

年生チームに参加していた選手も戻

ってきて、やっと 11 月は今まで通りの

活動が出来そうで楽しみにしていま

す。 

さて、最近では気温も急激に下がり

肌寒くなってきました。体調を崩したり、

風邪を引いたりしやすい時期になっ

てきています。選手の皆さんも自分達

で体調管理をするように心がけてくだ

さい。防寒着、着替え、タオル等を必

ず着てくる又は持参し、汗や雨で濡

れる事があれば出来るだけ早く拭い

て乾かし、体温が下がらない様に注

意をしてください。 

【自分課題を見つけて意識する】 

先月も書きましたが、是非、活動前

に自分の課題、チームの課題を思い

返して見ましょう。 

「ボールが来る前に判断をいれてい

るか？」 

・ボールをタッチする前、止めずに

パス・シュートなのか？一回止めるべ

きなのか？ 

・次のプレー方向と逆方向にワンス

テップ等して、相手をだましている

か？ 

・体はどっちを向いて受けるべき

か？（事前に自分の状況把握が必

要） 

「受けてから次のプレーで駆け引きは

あるか？」 

 ・ドリブルを仕掛けたい時、相手に

パスやシュートもあると思わせる様な、

姿勢・体の 

向きでプレーしているか？ 

 ・パスを出したい時、角度がつきや

すく、相手に読まれない体の向きが

出来てているか？ 

 ・相手に読まれない様に、アウトサイ

ドを使ってみたりキックの工夫をして

いるか？ 

・相手選手達の位置を認識して、ど

こにスペースがあるかないかを認知し、

自分の 

プレースピードを変化させていま

すか？ 

「オフザボールでのポジショニング」 

 ・味方がボールを持った時（又は持

つ前）に良いタイミングで顔を出せて

いるか？ 

 ・味方がボールを持った時（又は持

つ前）にボールに近づきすぎていな

いか？ 

  ⇒近づくとボールを持っている人

の周りにスペースがなくなり迷惑にな

る。 

 ・パスをもらいたい場所を空けてい

るか？（先に入るとマークもついてくる

為） 

今後の練習や試合の中で一つで

も意識しながら出来れば、徐々にでも

自分の成長を感じられる筈ですし、サ

ッカーというものを少しずつ理解でき

てくると思いますので、是非とも続け

て実践してみてください。 

（益子 伸孝） 

小 4 

2 チームエントリーで臨んだ国チビ

でしたが、両チームとも予選リーグ敗

退で幕を閉じました。結果を出すこと

ができませんでしたが、選手たちは随

所で成長した姿を見せてくれました。

ただ「良い経験ができた」だけで終わ

らせぬよう、大会で経験したことを踏

まえて引き続き次に向けて選手たちと

ともに取り組んでいきたいと思います。

大会を通して、また最近の活動を通し

て言えることですが、まだまだ自分の

ことなのに自分で考えて行動しようと

していない選手が多すぎるように感じ

ます。コーチや保護者ではなく選手

自身が自分で考えて、自分で判断し

て、自分で行動する習慣をつけてい

ってもらいたいです。サッカーにおい

ては非常に重要であるとともに、サッ

カーを通してそういったことを身につ

けていくことが可能であると思いま

す。 

保護者の皆様には大会期間中、

審判や引率のお手伝い、また現地で

の暖かい応援をしていただきありがと

うございました。まだまだ応援席が異

常に盛り上がり過度な声かけをする

チームも多い中、かながわクラブの保

護者の皆様は暖かく選手を見守るよ

うな応援を送っていただき、選手も伸
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び伸びとプレーすることができたと思

います。保護者の皆様の応援の声は

時にはコーチの声よりも選手に届きま

す。選手たちには応援席やベンチの

様子を気にすることなく目の前の試合

に集中し、チームの仲間とともにサッ

カーを楽しんでもらいたいと考えてお

ります。引き続き選手たちが伸び伸び

とプレーできる環境作りにご協力いた

だけますと幸いです。 

(豊田 泰弘) 

 

小 3 

【今月の活動】 

今月は試合やイベントが多くあり、

あんまり練習が出来ませんでした。で

すが、逆に試合の中でしかわからな

い様な事を多く学べたと思います。 

①ボールだけ見てしまい、相手の選

手の位置を全く考えないで、みんな

で攻めてしまうと簡単に失点してしま

う事 

②ディフェンスラインで、簡単なミス(ト

ラップ、判断)をしてしまうと、失点につ

ながりやすいという事 

③走る事を誰かがやめてしまうとそこ

から失点してしまう事等々たくさんの

事を学べました。これからも何か気づ

いた事があったら、その都度教えてい

き、どんどん頭の良いプレーヤーにな

ってもらいたいと思います。 

【最終手段？】 

最近、試合中にスライディングをす

る選手が多くみられます。スライディン

グは時に絶対絶命のピンチを救う時

もありますが、多くは意味がないスライ

ディングに見えます。スライディングは、

次のプレーに遅れがでる、かわされる

とその後何も出来ない等、正直自分

はあまり好きではないです。さらに、こ

れも昔ここで書かせていただいた『む

ちゃげり』と同じで楽なプレーに思え

てなりません。選手達には、本当の最

後の最後まで走り抜いて欲しいので、

スライディングは最終手段にとってお

いてもらいたいと思います。 

 (近江 柔) 

 

小 2 

【公式戦を終えて…Sチーム】 

 S（白）チームの公式戦が終了しまし

た。3 勝 1 分け 2 敗で、7 チーム中 3

位でした。1 位チーム、2 位チームは

さすがに鍛えられていて１－７、０－８

という大差での敗戦でしたが、子ども

たちは、どちらの試合も最後まで点を

取りに行く姿勢を持ち続け、諦めずに、

一生懸命にプレーをしてくれました。

全チームから得点を取ることはできま

せんでしたが、チャンスは作れていま

したし、ゴール正面のフリーキック獲

得といった決定機もありました。ともす

ると大差がついた試合では、やる気を

喪失し、投げやりになり、ずるずると失

点を重ねてしまうケースが多いのです

が、この 2 試合共に、何点取られても、

諦めずに、一生懸命に得点を取りに

行く姿勢が見られたのは評価に値し

ます。 

目標としていた「自分の一生懸命

でプレーする」ことは、とりもなおさず、

戦う姿勢を最後まで貫くこと通じます。

他人と比較して、自分の力の無さを

身に染みて自覚することは必要です

が、だからと言って投げやりなプレー

に走るのでは、せっかくの公式戦の

意味がありません。あくまでもこれまで

練習してきたことがどれくらい試合の

中で発揮できたのかを確認するのが

大切なのですから。相手の選手や味

方の選手は関係ありません。勝ち負

けも関係ないと極論することもできる

でしょう。自分との戦いなのですから。 

【成長の証】 

こうした取り組みを続けていくなか

で、明らかに彼らの成長を実感できる

場面がありました。5 試合目の試合で

したが、先ほども述べたようにゴール

正面のフリーキック獲得の場面です。

キーパーがペナルティーエリアを出

て手を使ったので、ハンドリングの反

則で、直接フリーキックでしたが、かな

がわクラブの二人の選手がボールに

近づき、ボールを横にパスして、もう

一人がシュートを狙ったのです。勿論、

直接蹴る方が、得点の可能性は高か

ったのですが、間接フリーキックと勘

違いしてのプレーでした。相手にシュ

ートブロックされ得点できませんでし

た。 

これを、「お前たちはルールも知ら

ないのか！」と怒ることは簡単ですが、

伏線がありました。実は 3 試合目、終

了間際まで１－１のスコアでした。そ

の時にかながわクラブのキーパーが

やはり、ペナルティーエリアを出て手

でボールを扱いフリーキックを取られ

たのです。その時に相手の選手は思

い切りゴール正面からシュートを打ち、

ネットを揺らしました。ところが、主審

は間接フリーキックだったのだから得

点は無効と判定し、ゴールキックでの

再開になりました。このことを子どもた

ちはしっかりと覚えていました。です
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から間接フリーキックだと判断してプ

レーをしたのです。 

この時に指導者が大きな声で、「○

○が蹴れ！」とか「直接フリーキックだ

ぞ！」と怒鳴ることは簡単ですが、ベ

ンチでは山本コーチと「この前のこと

があるから、子どもたちは勘違いして

いるようだね」といった会話が交わさ

れていました。そして、子どもたちも

「どうしたら良いの？」とベンチを振り

返る素振りすらありません。指導者と

しては、彼らなりに考えていること、彼

らが決断したことを尊重し、何の指示

も出しませんでした。先月も書きまし

たが、サッカーにおいては自分で考

えることが最も重要です。「自分で試

合の準備をすること＝試合の中で自

分で考え、決断し、プレーをすること」

に繋がります。このフリーキックの件は

子どもたちが自分たちで考えることが

できた証ではないでしょうか。その成

長ぶりは逞しく、嬉しくもありました。 

【公式戦半ば…Aチーム】 

A（青）チームはまだ現段階で 3 試

合しか消化できていませんが、1 勝 2

敗という結果です。このグループには

ぜんまい仕掛けのような選手たちが

揃っていて、良く走り、良く蹴り、身体

を張ることを厭わないというタイプのチ

ームばかりという印象です。技術的に

はそれほど劣っているとは思えない

のです（むしろ優れています）が、キッ

ク・オフのホイッスルと共にぜんまいが

解かれ、バタバタ、ガチャガチャと動

き回る相手の勢いに負けて、先取点

を取られると意気消沈という感じです。

子どもたちの性格的な要素が大きい

とは思います。気持ちの部分で気後

れしてしまい、立て直せないという感

じです。 

目標である「一生懸命にプレーを

する」という点に関しては、諦めが早く、

失点するとチーム全体が「どうせ、負

けだよ」という雰囲気に包まれてしまう

のが残念です。誰かが先頭に立って

チームを引っ張るというのは、まだま

だこの年代では難しいことです。ただ、

「戦う気持ち」を失わないことは誰にで

もできるはずです。、何点取られても、

前を向いて、得点を狙いに行くという

一人一人の姿勢が、チームには無言

の勇気を与えるのです。 

【スポーツの楽しみは勝つことだけで

はない！】 

勝ち負けも、もちろん、大事ですが、

この公式戦に臨んでは、やはり、自分

たちの練習してきたことが、どれくらい

発揮できるのかということにチャレンジ

してほしいところです。勝つという結

果よりも大切なことがあるはずです。

およそ、スポーツにおいては、勝者と

呼ばれるのはほんの一握りで、圧倒

的大多数の敗者が存在します。夏の

甲子園大会然り、お正月のサッカー

選手権然りです。優勝できるのはたっ

た 1 チームで、あとは全て敗者です。

勝つことだけが尊いのなら、これほど

たくさんの人たちをスポーツが魅了す

るはずがありません。勝つこと以外に

もスポーツをする意味があるはずで

す。例えば、努力する過程を楽しん

だり、自己のプレーに納得したり、チ

ームとしての一体感を味わったり…と

いった具合に。 

【目標を再確認！】 

残り 3試合ですが、「一生懸命にプ

レーをする」という目標をきちんと心に

刻んで戦ってほしいところです。そし

て、あわよくば、チームの核となる選

手が多く育ってくれることを望みます。

技術的には他のチームの子どもたち

と遜色ありません。「自信を持って」と

簡単に言いますが、勢いや強さに蹂

躙されてしまうと、自信も打ち砕かれ

てしまうものです。それでも、愚直に、

自分の一生懸命を発揮することが求

められているのです。ドリブルし続け

る姿勢が求められているのです。サッ

カーの上手い、下手は関係ありませ

ん。一生懸命にプレーをすることです。

ご家庭でも、試合の勝ち負けよりも一

生懸命なプレーを褒めてあげてくださ

い。 

ハートの部分（気持ち）で戦う前から

相手にも自分にも負けてはなりません。

劣勢に立たされても、自己のプレーを

貫くこと、何点取られても 1点を取りに

行く姿勢を忘れないこと、そして、自

己との戦いに勝つことが不可欠です。

その結果、勝ち負けよりも大切なこと

がきっと見つかるはずです。11月3日、

4 日の残り 3 試合を一生懸命にプレ

ーしましょう。 

（佐藤 敏明） 

 

幼児・小 1 

【楽しむ ＞ 内容 ≧ 結果】 

あらためて言うまでもありませんが、

かながわクラブでは長期的視野に基

づいた選手の育成を第一に考えてい

ます。小学生年代はまさに育成の真

っ只中にあり、そこでは目の前の試合

に勝つことよりも、試合の中で何がで

きて何ができなかったのか、プレーの

内容に目を向けてあげることが優先さ

れるべきだと考えています。とは言うも
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のの、サッカーをはじめたばかりの幼

児・小1クラスの子供たちにとっては、

まずはサッカーを大好きになってもら

うことの方が大切かもしれません。 

「週１回の練習が待ち遠しくてたま

らない。」と思ってもらえるような雰囲

気づくりに努めていきたいと思いま

す。 

(鈴木 章弘) 

 

Papas 

【速報！Comp、3 部リーグ優勝！】 

Comp は 3 部リーグ優勝し、2 部リ

ーグへの自動昇格を果たしました。7

勝 2敗 2分勝ち点 23の成績でした。 

選手の皆さん、おめでとう！応援し

てくれた Papas の仲間、ご家族の皆さ

ん、ありがとうございました。Comp のリ

ーグ戦の総括については、Recのリー

グ戦総括と併せて、次号で報告しま

す。 

【Papas は募集中！】 

Papas はメンバー募集中です。 

先ず、Papas はサッカー経験を

問いません。Papas メンバーの大半

は、サッカー未経験で入ってきまし

た。ボールを蹴って遊んでみたい。

それで十分です。 

次に、Papas は今の体力を問い

ません。 

第三に、お子さんがかながわクラ

ブ在籍なら一緒にサッカーが楽し

めます。さらに家族割引で月会費

が3,150円から2,150円に割り引か

れます。 

第四に、あなたが 40 歳以上なら、

あるいは 40 歳になったら、県シニ

アリーグ、市シニア委員会の公式

戦に参加できます。但し別会費が

必要ですが。県シニアリーグの四

十雀リーグ(40歳代リーグ)の4部で

勝ったり負けたりのシニアサッカー

を楽しんでいるチームがRecで、同

じリーグの3部から来年度は2部に

昇格してさらに1部昇格を目指して

奮闘中のチームが Comp です。市

シニア委員会主催の交歓試合とマ

スターズトーナメント大会に参加し

ているチームが Over40 です。

Over40 は、Rec&Comp メンバーが

別会費なしで自動的に参加してい

るほかに、Over40 のみの参加(別

会費)もありです。 

さらに 50 歳以上の方には、

Over50 チームの参加も検討中で

す。 

Papas 全体、特にこの Rec 、

Comp、Over40、Over50 の各チー

ムは、言わば大人の部活動ともいう

べき組織です。参加者でチームを

創っていく、そんな組織です。  

 

(茅野 英一) 

 

ヨーガ（水曜日クラス） 

【イベント あれこれ】 

この秋から冬はいろいろなイベントが

目白押しです。 

10 月初旬に、神奈川県立鶴見高

校にてヨーガのレッスンを行ってきま

した。 

大学受験を目前に控えた3年生全員

280名を対象に体育館でのレッスンで

した。広い会場で伝えたいことが伝わ

るか心配でしたが、「体がポカポカ暖

かくなった。」「受験で追い詰められて

いた気持ちが和らいだ。」など、想像

をはるかに超える好評でした。 

詳しくは県鶴の HP に掲載されていま

す↓ 

http://tsurumi-h.pen-kanagawa.ed.j

p/topics_news/yoga131002.html  

10 月中旬には、横浜市内の某企

業にてヨーガレッスンを行い、 

この11月には某小学校にてお母さん

方を対象にヨーガレッスン。 

そして、12 月 5 日（木）にはクリスタ

ルボウルの生演奏を聴きながらヨーガ

を楽しんでいただくという、ちょっと贅

沢なイベントレッスンを企画しました。 

心と体を癒すといわれるクリスタルボ

ウルの音色を肌で感じることのできる

素敵なイベントです。詳しくはコチラ

↓ 

http://www.gunayoga.com/ 

イベントを通して、どんな出会いや

ハプニングがあるのでしょうか。ドキド

キ＆ワクワクです。かながわクラブの

レッスンでも、その様子をお伝えして

いきたいと思います。 

（伊藤 玲子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーガ（金曜日クラス） 

【夜のヨーガ】 

金曜の白幡ヨーガは１９：２０から始

まります。白幡だけでなく、夜のレッス

ンでは日中お仕事をされている方が

多いようです。お仕事の状況によって

http://tsurumi-h.pen-kanagawa.ed.jp/topics_news/yoga131002.html
http://tsurumi-h.pen-kanagawa.ed.jp/topics_news/yoga131002.html
http://www.gunayoga.com/
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内田泰嗣税理士事務諸 

有限会社トップガン（ワン・ストップサービス） 

 

 

 税 理 士  内 田 泰 嗣  

 

横浜市神奈川区入江２－１９－１１ 

〒221-0014 大口増田ビル２０３号 

ＴＥＬ （０４５）４３１－０４０８ 

ＦＡＸ （０４５）４３１－０４８８ 

は、時間が間に合わなかったり、しば

らく参加できなかったり。「今日は間に

合った〜！」「やっと来れた」というよう

な生徒さんの言葉を聞くと、私もとて

も嬉しく、そしてありがたい気持ちで

いっぱいになります。 

かく言う私も、白幡ヨーガの生徒だ

った時は同じ状況でした。勤務先から

は車で４０分ほどかかるので、仕事が

遅くなると間に合いません。その日に

よっては疲れを感じて、今日は休もう

かなと一瞬思うのですが、参加する方

がリラックスできる、元気になれると身

体が覚えているので、もうひと頑張

り！と車を走らせます。そして、伊藤

先生が笑顔で迎えて下さるとホッとし

て、やっぱり来て良かったなと思うの

です。 

お仕事だけでなく、日中はなかなか

時間がないという方もいらっしゃると

思います。もう一歩足を伸ばして、お

休み前のリラクゼーションを体感しに

いらして下さい。 

（白幡ヨーガは１回ずつでもご参加頂

けます。） 

（中川 有香） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
かながわクラブ・クラブ員専用の掲示板です。クラブからの重要なお

知らせが記載されますので、まめにチェックしていただけると早く正

確に情報が伝わります。 

http://8610.teacup.com/kanagawaclub/bbs 

 

 
 

☆ハンドブックについて☆ 

携帯で見られるように作成いたしました。下記の URL をクリックして

ご覧下さい。 

クラブの理念や指導方針、各種手続き方法、注意事情、スタッフの

紹介など重要な情報満載です。是非ご一読下さい。 

http://www.kanagawaclub.com/HB/ 

youji_shougakusei.html 
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